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小中併設校のメリット～文化祭から～ 

                               校 長 前田 浩之  

  

 新型コロナウイルス感染拡大防止のため， 

 

① 舞台と観客席の距離，座席間の距離を十分にとる。 

② 密閉空間（体育館）での密集を避けるため，該当児童・生徒の保護者のみ体育館での参観とし，他は

教室の電子黒板でのライブビューイングで観ていただく。 

③ 座席の消毒の手間を省くため，保護者は立ち見とする。 

④ 飛沫感染を防ぐため，合唱はしない。 

⑤ 幕間には換気を実施する。 

⑥ 受付時の消毒を徹底する。 

⑦ 参観に来ることができない祖父母等のために DVD を作成し，配布する。 

 

 神経を使った今年の文化祭でした。新型コロナウイルスは，ついに私の教え子まで感染するほど身近に

迫っています。気を緩めることはできません。 

 

 さて大川小中学校は，小学校一年生から中学校三年生までが同じ校舎で学ぶ小中併設校です。義務教育

のスタートからゴールまで，子どもたちの発達段階を意識しながら，さらに個に応じた指導ができること

に最大のメリットがあります。 

「始まるよったら，始まるよ！」毎年のお決まりですが，文化祭のスタートを飾る大事なセリフを一生

懸命に覚え，大きな声で元気よく発表する小学校 1年生。中学年から高学年へと，成長とともに他との関

わりを学級から地域社会へと広げ，命や人生を真剣に考え，自分を育ててくれた周囲への感謝を表明でき

るようになる中学生まで，見事に構成されたプログラムだったと思います。また子どもたちは演じること

で，その配役の心情を理解していきます。翻って自らの考えを深化させることにもなります。道徳の授業

で，よく行われるロールプレイ。特に中学生の劇にその効果を観ることができました。校長室のモニター

で参観された学校評議員の涙は，その劇の素晴らしさによるものだと思います。一生懸命に演じた子ども

たちを褒めていただきながら，どのような気持ちでその役を演じたのかを話題にすると，きっと子どもた

ちの成長ぶりを感じることができるでしょう。 

  

 コロナ禍の中，大川小中学校の職員はそれぞれの専門性を生かし，ライブビューイングなどの新しい取

組にも積極的でした。コロナを無視し従来通りの文化祭を行うことも，コロナを恐れ中止にすることも選

択肢の一つです。しかし，リスクを意識しながらも意見を出し合い知恵を絞り，工夫を凝らしながら文化

祭を成功させた職員の気概に，私は感謝したいと思います。 

 

－  凧が一番高く上がるのは，風に向かっているときである －  

ウインストン・チャーチル（イギリス首相） 



11/23（月） 勤労感謝の日 子どもと一緒に読書の日 

11/25～27 （中）期末テスト 

11/26（木） （中３）学級ＰＴＡ 

11/28（土） 市中体連新人ソフトテニス大会 

12/1（火） （中３）三者面談 

12/3（水） （中３以外）授業参観・学級ＰＴＡ 

12/3（水） （小）持久走大会・（中）人権集会 

12/3（水） 学校保健委員会 

12/12（土） 土曜授業 奄美日本復帰記念講話 

12/18（金） （中）校区一周駅伝大会 

12/20（日） 市民清掃日 

 

 新型コロナウイルス感染症による誹謗中傷・いじめ問

題がニュースでも多く取り上げられています。 

 このような時だからこそ，感染者を特定したり誹謗中

傷したりするのではなく，思いやりの心・結の心をもって

行動し，奄美を皆で元気にしていきましょう！ 

文化祭を開催しました！ 

11月6日（金），生徒会の任命・引継式を行い，

旧生徒会から新生徒会への引継が行われました。 

今まで引っ張ってくれた先輩達の気持ち・大川中

の伝統を引き継ぎ，さらに新たな生徒会のカラーを

出しながら，生徒会活動を楽しんで取り組んで欲し

いと思います！ 

 11月1日（日）の文化祭，規模縮小での開催となりま

したが，非常に元気よく，笑顔・感動の文化祭となりまし

た。文化祭を終えた子どもたちの表情も充実感に満ちあ

ふれていたように見えました。たくさんの保護者の皆様，

学校評議員の皆様，ご参観ありがとうございました！ 

大川中生徒会任命・引継式！ 

旧役員から 

新役員へ！ 
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